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江古田地域を守る!
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是非、ご意見をこちらまでお寄せ下さい。お待ちしています

■Blog http://www.kazuchika.jp/
■E-mail dakai@kazuchika.jp
■Twitter http://twitter.com/kazuchika_jp
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私
が
学
び
体
験
し
て
き
た
、
「
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
政
策
」
「
防
災
・
治

安
等
危
機
管
理
」
「
子
育
て
・
教
育
・
環
境
等
の
次
世
代
支
援
」
「
社
会
的

包
容
力
」
「
医
療
と
高
齢
化
社
会
対
応
」
等
々
の
重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み

は
、
私
自
身
が
政
治
家
と
し
て
目
指
す
ゴ
ー
ル
で
あ
る
「
安
心
し
て
次
世
代

ま
で
住
み
続
け
ら
れ
る
活
力
溢
れ
る
街
（
ま
ち
）
を
創
る
」
こ
と
に
直
結
し

ま
す
。

こ
の
た
び
、
斉
藤
金
造
氏
、
山
崎
芳
夫
氏
、
両
区
議
会
議
員
の
ご
勇
退
を

受
け
、
お
二
人
が
ご
活
躍
さ
れ
た
地
域
を
守
る
べ
く
、
皆
様
の
声
を
区
政
に

届
け
活
か
す
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
皆
様
と
の
繋
が
り
を
引
き
継
ぎ
更
に
伸

展
さ
せ
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
野
、
皆
様
が
情
熱
を
傾
け
続
け
る
中
野
の
為
に

全
力
投
球
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
都
政
打
開
に
向
け
て
活
動
し
て
き
た
経
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
、
私
た
ち
の
声
で
、
地
域
を
守
り
区
政
を
動
か
し
、
次
世
代
に
「
夢

と
希
望
」
と
い
う
襷
（
た
す
き
）
を
渡
す
新
た
な
一
歩
を
歩
ん
で
い
け
れ
ば

幸
せ
で
す
。

皆
様
の
「
声
」
を
是
非
と
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【高橋かずちかさんの略歴】

昭和35年中野区にて高橋一郎（元衆議院議員）長男として生まれる
宝仙学園幼稚園小学校、学習院大学法学部卒業、明治大学公共政策大学院(公共政策修士)卒業
清水建設㈱(15年)、衆議院議員秘書/国土交通副大臣秘書
㈱地域整備総合研究所取締役、専門学校監事

【現 在】 明治大学客員研究員、中野区なぎなた連盟顧問
中野区剣道連盟後援会理事、NPO法人アニマル・ワン理事（ペット共生、動物愛護）

【そ の 他】 宅地建物取引主任者、防災士、薬物乱用防止講習会教育講師
キャンプインストラクター

【座右の銘】 之を修して自ら知れ（興教大師）≒現場第一主義
【趣 味】 富士登山、キャンプ、スキー、スポーツ観戦、舞台鑑賞
【好きな食べ物】 カレー、そば、寿司

ＴＯＫＹＯ自民党は、4月24日投票で行われる中野区議会議員選挙に高橋かずちかさんの公認を決定し、必勝を期しています。高橋かずちかさんは、中野区政に臨む決意を力強く語っています。

〒165-0023 中野区江原町2-29-13 ジェミニA館206号
Tel.03-5982-6801 Fax.03-5982-6802

高橋かずちか事務所
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火災の焼け止まり要因

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
、
全
国
民
あ
げ
て

一
日
も
早
く
復
興
が
進
み
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
る
ば
か
り
で
す
。

我
が
国
日
本
は
今
日
ま
で
数
々
の
大
震
災
を
周
期
的
に
乗
り
越

え
て
き
て
い
ま
す
。
我
が
ま
ち
中
野
の
防
災
を
考
え
て
み
る
と
、

都
市
部
で
の
大
規
模
な
地
震
発
生
と
し
て
そ
の
機
能
を
完
全
に
破

壊
し
た
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
首
都
直
下
型
地
震

を
想
定
し
た
「
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
」
を
都
市
政
策
と
地
域

づ
く
り
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

先
ず
は
発
災
直
後
に
、
家
屋
や
家
具
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
り
、

火
災
か
ら
逃
れ
、
自
分
が
生
き
抜
く
事
。
そ
の
後
の
72
時
間
で
避

難
所
を
立
ち
上
げ
、
同
時
に
、
災
害
弱
者
（
お
年
寄
り
、
乳
児
幼

児
小
児
家
庭
、
障
害
者
、
日
本
語
が
不
自
由
な
外
国
人
）
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
避
難
所
に
は
帰
宅
難
民
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
難
民
と
い
わ
れ

る
非
居
住
者
も
訪
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
集
ま
る
す
べ

て
の
被
災
者
が
、
情
報
共
有
し
連
携
を
と
り
、
自
分
た
ち
が
運
営

し
た
避
難
所
で
生
き
延
び
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
防

災
リ
ー
ダ
が
不
可
欠
で
す
。
想
定
を
超
え
る
事
態
に
対
処
で
き
る

よ
う
今
ま
で
の
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
防
災
の
考
え
か
た
を

総
点
検
し
是
正
す
べ
き
は
即
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
番
大
切
な
命
を
守
る
為
に
は
、
自
分
が
日
頃
か
ら
ど
う
注
意

を
し
何
が
出
来
る
の
か
、
行
政
（
中
野
区
・
東
京
都
そ
し
て
国
）

に
何
を
求
め
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
時
期
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
今

す
ぐ
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
の
復
興
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
と
同
時

に
、
近
い
う
ち
に
必
ず
く
る
と
い
わ
れ
る
新
た
な
地
震
に
備
え
て

一
人
で
も
犠
牲
者
を
減
ら
す
為
に
中
野
区
の
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

防
災
士

高
橋
か
ず
ち
か

拝

ほとんどの人が即死だった

兵庫県南部地震における死者（神戸市）
の死亡推定時刻（監察医検案分）

（西村明信ほか、救急医学1995/10より）

凶器はマイホームだった

兵庫県南部地震による神戸市内の死者
（関連死を除く ）の死因分析

（東京大学 目黒公郎教授 資料より）

首都直下地震に備えた、中野減災まちづくり
１．耐震化の促進

２．防災環境軸(延焼遮断帯)づくり
（１）河川防災環境軸⇒江古田川、妙正寺川、

旧桃園川、神田川、善福寺川
（２）鉄道沿線防災環境軸⇒西武新宿線と同地下化に

ともなう線路敷
（３）幹線道路防災環境軸⇒区内幹線道路沿線の耐震

と耐火強化
（４）面的防災環境軸⇒公園空地の整備

（地域内小規模含む、延焼防止の観点から）

３．公園・空地の整備（避難所の観点から）

４．ライフライン・インフラ整備⇒災害・復旧に強いインフラ

５．地区ごとに防災リーダー（網）の構築

６．災害弱者への対応⇒日常の地域連携構築（老若男女）

７．各地域ごとの緊急時情報手段確保と共有手段
（例：twitter facebook等）

８．地域防災力と企業防災力と学校との連携

９．膨大な避難者と帰宅困難者（含ターミナル難民）へ
の対応

10．備蓄の見直し（トイレ対策は必須・最重要項目）

◎【江原小学校】江原町会 ◎【第7中学校】江古田1丁目町会、沼袋町会 ◎【江古田小学校】旭公民館
◎【緑野中学校】江古田4丁目町会 ◎【上高田小学校】松が丘片山町会 等々

避難所はどこか、ご存知ですか？

避難所の備蓄物資を総点検したい！ 災害時トイレ問題
今回の東日本大震災の津波被害は、まちを根こそぎ破壊してしまったが、首都直下大地震の場合、人口密集高

密度都市東京中野が、建物倒壊と火災から逃れ、７２時間生き延びた場合、そのあとに訪れる問題は、「避難所
問題」「水」「トイレ」「通信(情報）」である。災害時にインフラが相当ダメージを受けると、下水排水機能が大きな問
題となる。斉泰対応のインフラ整備が急務だ！
避難所問題では、ペットの扱いをどうするのか？今後現実的な議論を、獣医師会・ペット関連団体等関係団体と調
整が必要です。

（H19版中野区防災計画より）

■トイレ問題の具体例
中野区の防災計画の災害対策用備品物資一覧では、１避難所あたり、「仮設トイレ：5」「簡易トイレ：5」
「マンホールトイレ：2～3」となっている。しかし、各避難所の収容人数をみてみると、、、

◎【江原小学校（江原町会）】 ⇒収容人数：約3,800名

◎【第7中学校（江古田1丁目町会、沼袋町会）】 ⇒収容人数：約4,400名

◎【江古田小学校（旭公民館）】 ⇒収容人数：約3,800名

◎【緑野中学校（江古田4丁目町会）】 ⇒収容人数：約3,700名

（H19版中野区防災計画より）

万が一に備えた、我が家の地震対策の優先順位
STEP.1 耐震化 STEP.4 家族の安否方法の確認

STEP.2 家具の転倒防止 STEP.5 避難の準備

トイレが足りない！

非常時用持出品チェックシート
貴重品類 救急用具

10円玉は公衆電話用に。
通帳、カード、健康保険
証、運転免許証などは番
号を控えたメモかコピー
を用意しておくとよいで
しょう。

現金・10円玉 救急箱には絆創膏・消毒
液など。その他ビタミン
剤など日頃使っているサ
プリメントなどもあると
よいでしょう。

救急箱

預金通帳 処方箋の控え

印鑑 胃腸薬・便秘薬・持病の薬

保険証 生理用品

免許証 非常食品

避難用具

最低3日分は用意しましょ
う。そのままで食べられ
るものが便利です。

乾パン

懐中電灯はできれば一人
に一つ用意したいもの。

懐中電灯 缶詰

携帯ラジオ 栄養補助食品

予備の乾電池 飴・チョコレート

ヘルメット・防災ずきん 飲料水

生活用品 衣料品

避難所生活に最低限必要
なものです。赤ちゃんや
お年寄り、障がい者がい
る場合など考慮して揃え
ましょう。

厚手の手袋 衣類は動きやすいものを
選びましょう。セーター
などの防寒具も寒い季節
には役立ちます。

下着・靴下

毛布 長袖・長ズボン

缶切り 防寒用ジャケット・雨具

ライター・マッチ その他

ナイフ 携帯用カイロ

携帯用トイレ

常時携行品チェックシート
懐中電灯

携帯ラジオ

笛・ホイッスル 閉じ込められた時など場所を知らせます

避難カード

避難用マップ

【かずちかのつぶやき】
この１０年が中野の発展にとって勝負どころだ。中野駅周辺や西武線沿線まちづくりや面整備等々。其処には地域の

良き文化を引継ぎ、未来に亘って発展していかなければいけない。安全を基本に確固たるまちづくりビジョンが必要だ
と思う。私がこだわる災害時の地域連携は、治安・子供たちの育成・お年寄りやハンディーを御持ちの方を見守る力にもなる。

安全で安心して暮らせる街、賑わい活力あふれる街、住み続けられる街づくり、これこそがバリアー（垣根）のない
「何時でも、誰でも、好きな時に自分で動けるまち」＝「ユニバーサルデザイン」につながるのではないか。折角巨費
を投じて整備するのなら、防災＋こうした視点も組み入れ、利用されるまちづくりにしたい。

ブログ「かずちかレポート」に「首都直下地震に対する中野区の減災対策について」という私の論文がありますのでご覧下さい。


